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「２つの授与式と２つの式」 

校長 柴 尾 尚 文  

３月 1 日に卒業証書授与式を挙行し、１９名の卒業生が高き志を瞳に秘め、晴れやかな面持ちで霧高を

巣立っていきました。ご臨席を賜りました皆様、本校にご支援とご協力を賜りました皆様に、厚くお礼を

申し上げます。生徒ひとり一人に卒業証書を手渡しましたが、皆希望に満ちあふれた顔をして受け取って

いました。式後、参列された方々から「良い卒業式でした」と、沢山のお褒めの言葉をいただきました。こ

れは、卒業生や在校生そして教職員が式の準備や式に向かう姿勢が良かったからであると思っています。 

３月６日に島加奈教諭の北海道教育実践表彰授与式を行い、釧路教育局長から賞状が授与されました。

特別支援教育の充実の取組が評価されて受賞となりました。本校においては、特別支援教育コーディネー

ターを務め、豊富な経験に基づく実践的かつ即効性のある取組の校内研修を行い、特別支援教育体制の推

進を行っていただきました。また、校外においても、多くの事業や研修会において特別支援教育の講師を

務め、北海道の特別支援教育の振興と充実に大きな成果を上げたことが受賞の理由となっています。 

３月２２日は修了式と離任式が行われます。修了式は、その学年の課程を終えたときに行われます。修

了式では、無事に各学年を終えたことを伝え、次年度へ向けて激励の言葉を送りたいと思います。この３

月下旬から４月の始業式までは新年度のゼロ学期とも言われ、新しい学年に向けて大切な時期です。新入

生は入学に向けて急いで準備をしていると思います。そして、準備万端で入学を迎えるのです。この時期

をどのように過ごすかで１学期が変わります。どんな準備をして新学期を迎えるか、何事にも準備が大切

です。 

離任式では本校での勤務年数に違いはありますが、霧高のために大変ご尽力いただいた先生方４名が離

任されます。離任される先生方の霧高への熱い情熱と愛情を引き継いで、学校作りを行っていきます。離

任される先生方の新天地でのご活躍を期待しています。 

保護者の皆様や地域の方々の温かいご支援とご協力に感謝申し上げます。浜中町の高校として、多くの

町民に愛されている学校であると実感した１年間でした。これからも「霧高」は未来に向けて歩み続けま

す。引き続きご支援とご協力をお願いいたします。 

 

今年度は齊藤町長をはじめとする 25 名の来賓をお迎えし、１９名の卒業生は晴れやかな表情で門出の

日を迎えました。皆さんの今後の活躍と新しい生活の充実を期待しています！ 

 

校長室より 



令和５年度卒業生の進路状況※50 音順 

＜大学・短大＞ 公立千歳科学技術大学、北翔大学、北星学園大学、札幌国際大学短期大学部、 

＜専門学校＞   札幌医学技術福祉歯科専門学校、札幌ビューティーアート専門学校、 

日本工学院北海道専門学校、北海道医療大学歯学部附属歯科衛生士専門学校、 

北海道芸術デザイン専門学校、北海道情報専門学校、 

北海道ハイテクノロジー専門学校、北海道理容美容専門学校 

＜就 職＞  赤石建設、浜中町漁業協同組合、浜中町農業協同組合、 

＜公 務 員＞  浜中町職員 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

８日（月）着任式・始業式・入学式 

９日（火）新入生歓迎会・学校のき

まり説明会 

 

１０日（水）身体測定 

１１日（木）～１２日（金） 宿泊研修 

１６日（火）基礎力診断テスト 

２２日（月）歯科検診 

２６日（金）PTA 総会（予定） 

 

 
転 出 者 転 出 先 本校勤続 

教諭 小 松  重 哉 釧路明輝高等学校 ４年 

 地元の高知県を離れて霧多布高校に赴任し、４年間勤務させていただきました。慣れない気候や生

活習慣にも、地域の方々や生徒に様々なことを教えていただくことによって有意義に過ごすことが

できたことに感謝の気持ちでいっぱいです。浜中町を離れることは名残惜しいですが、温かい方々と

自然のなかで過ごした４年間の思い出を胸に今後の教員生活を続けていきたいと考えています。た

いへんお世話になりました、ありがとうございました。 

教諭 島   加 奈 夕張高等学校 ６年 

平成３０年度より６年間、勤務させていただきました。保護者の方々をはじめとする地域の皆さ

ま、教職員の皆様、何よりも、素直で優しい生徒の皆さんに支えていただき、楽しく過ごすことがで

きました。霧多布高校で学んだ数多くのことを糧にして、今後も頑張ります。霧多布高校の皆様のよ

り一層の活躍を祈念するとともに、霧多布高校で大きく成長した生徒の皆さんに、またどこかで会え

ることを楽しみにしています。本当に有り難うございました。 

教諭 牧 野 兼 弥 石狩翔陽高等学校 ６年 

６年間霧多布高校に勤務させていただき、沢山の学びや教員としてのやりがいなど多くのことを

経験させていただきました。生徒の真面目でどんなことにも全力で取り組む姿勢は、こちらも負けて

られないという気持ちにさせていただきました。霧多布高校は、視察研修や特色ある教科など、他の

高校にはない生徒に手厚い高校だなと感じております。霧多布高校を離れてしまいますが、今後も霧

多布高校の教育活動を心より応援しています。 

教諭 木 下 直 哉 ニセコ高等学校 ５年 

大学を卒業後、初めて教員という仕事を経験させていただき、多々ご迷惑をお掛けしたこともあっ

たかと思います。本当にたくさんの生徒や保護者の皆様に温かく接していただき、支えられ、充実し

た日々を過ごすことができました。大変感謝しております。この経験を活かして、次の学校でも頑張

りたいと思います。霧高にかかわる皆さんが、これからも、ますます活躍されることを心から期待し

ています。本当にありがとうございました。 

 


